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NYマーケットレポート（2015年 4月 6日) 

NY 市場では、序盤に発表された米経済指標がまちまちの結果となったことや、ダドリーNY 連銀総裁が、利上げに踏み切った後も金利引き

上げペースは比較的緩やかになるとの見方を示したことを受けて、序盤のドルは主要通貨に対してやや軟調な動きとなった。その後は、新

規材料に乏しい中下落して始まった米株価が、米経済の先行き期待を背景に大きく反発する動きとなったことを受けて、投資家のリスク志

向も強まり、安全資産とされる円が主要通貨に対して軟調な動きとなった。一方、ギリシャ財務省が、ギリシャ財務相とラガルド IMF 専務理

事が生産的な協議を行ったと発表したことから、序盤のユーロは主要通貨に対して堅調な動きとなる場面もあった。しかし、終盤にかけては

一段の下げとなるなど、軟調な動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 119.08  ユーロ/円 130.85  ユーロ/ドル 1.0988 
 
本日の欧州株式・債券市場は Easter Monday祝日のため休場。 

 

21：35 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・NY連銀総裁 

 

・「利上げ開始時期は経済動向次第」 

・「利上げ開始後の軌道は比較的低い」 

・「ドルの大幅上昇は米国の貿易を弱める」 

・「2015年下半期までに失業率は 5％に接近へ」 

・「予想外の下振れは主に一時的な要因が影響」 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2月メキシコ景気先行指数 -0.09（前回 -0.11） 

前回発表の-0.07から-0.11に修正 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

22：15 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・NY連銀総裁 

 

・「欧州と日本の見通しは改善しつつある」 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17663.82 -99.42 

ナスダック 4857.22 -29.72 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3月マークイット米国サービス業 PMI 59.2（予想 58.6・前回 58.6） 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3月米ISM非製造業景況指数 56.5（予想 56.5・前回 56.9） 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

 

≪ISM非製造業景況指数≫ 

       3月・・2月・・1月・・12月・・11月・・10月 

総合指数・・・56.5・・56.9・・56.7・・56.5・・58.8・・56.9 

景況指数・・・57.5・・59.4・・61.5・・58.6・・63.4・・60.5 

仕入価格・・・52.4・・49.7・・45.5・・49.8・・55.0・・52.8 

新規受注・・・57.8・・56.7・・59.5・・59.2・・61.0・・59.3 

雇用者数・・・56.6・・56.4・・51.6・・55.7・・56.3・・58.3 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3月カナダIvey購買部協会指数 47.9（予想 51.0・前回 49.7） 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

23：02 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

3月米労働市場情勢指数 -0.3（前回 2.0） 

前回発表の4.0から 2.0に修正されています 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

指標結果データ 

≪労働市場情勢指数（LMCI）≫ 

             3月・・2月・・1月・・12月・・11月・・10月・・9月 

労働市場情勢指数・・・・-0.3・・ 2.0・・ 4.8・・ 7.1・・ 6.7・・・ 5.6・・ 4.6 
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23：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

1Qカナダ企業景況感調査[予想売上]  4.00（予想 0.00・前回 8.00） 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）3月のマークイット米国サービス PMI改定値は 59.2となり、速報値の 58.6から上方修正され、昨年の8月以

来の高水準となった。2月の確報値は57.1からは 2.1ポイント上昇となった。3月の雇用指数は54.0（2月確報値

は 52.7）と、昨年6月以来の高水準、新規受注も昨年 9月以来の高い水準に上昇した。また、同時発表された3月

の総合 PMI改定値は、59.2と速報値の 58.5から上方修正され、昨年 8月以来の高水準となった。2月の確定値の 57.2

からは 2.0ポイント上昇となった。 

 

（2）3月の ISM非製造業総合指数は、市場予想と一致した 56.5となり、昨年12月以来3ヵ月ぶりの低水準となっ

た。市場予想と一致した。昨年5月以来、ドルは主要通貨に対し 20％以上値上がりしているが、3月の輸出指数は

59.0（2月 53.0）と2013年2月以来の高水準。ドル高になると通常、米国からの輸出品に割高感が出る上、海外で

の売り上げもドル換算すると目減りする。3月の雇用指数は 56.6（56.4）と昨年 10月以来の高水準になった。一方、

景気指数は57.5と（59.4）となり、2014年 3月以来1年ぶりの低水準に落ち込んだ。 

 

（3）3月の労働市場情勢指数は-0.3ポイントとなり、2月は 2.0ポイントから低下した。なお、2月は当初の4.0

から下方修正されている。同指数は19種類の統計を基に算出され、失業率と民間部門の雇用者に重点が置かれてお

り、労働参加率や賃金、雇用・解雇なども考慮される。そして、毎月の雇用統計発表後の最初の営業日に発表され

る。 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17894.30（+131.06）、S&P500 2081.79（+14.83） ナスダック 4915.28（+28.34） 

 

 

①トルコ中銀総裁は、慎重な金融政策と堅実なマクロ経済・財政政策が物価の動向に好ましい影響をもたらしてい

るとの見解を明らかにした。中銀のウェブサイトで公表された説明資料によると、総裁は国際的に市場が不透明な 

ことや食料価格が上昇していることにより、中銀は慎重な政策を維持することが必要と指摘した。 

 

②3月のスペインの失業者数は、前月比で-1.3％（60,214人）の、445万人となった。最も顕著だったのはサービス

部門で-1.7％（4万 9024人）、建設では-8847人、産業では-6893人となった。3月としては2002年同月以来、失 

業者の減少幅が最大だった。繁忙期のクリスマスシーズンを終えた今年1月、失業者数は昨年10月以来の上昇に転

じたが、2月に再び減少した。3月の失業者数は、前年同月比では-7.2％（34万 3927人）の減少だった。社会保障 

制度の加入者数は3月末までに合計 1683万人となった。これは前月比+0.96％（16万0579人）、3月としては過去

最大の増加幅となった。 
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③ギリシャは資金問題の解決策を米国とロシアに求め、働きかけを強化している。ギリシャの国庫が底をつきかけ

ているものの、ユーロ圏から追加資金の承認が得られるのはなお数週間先と見られている。バルファキス財務相は、

IMFのラガルド専務理事と会談し、約4億 5000万ユーロ（約 590億円）の債務を期日通り 9日に返済する意向をあ

らためて表明した。同財務相は、シーツ米財務次官と会談する。7日にはチプラス首相がモスクワを訪問し、食料輸

出について協議する。 

 

3：45 

NY金は、中心限月が2日と比べ 17.70ドル高の1オンス＝1218.60ドルで取引を終了した。 

 

4：45 

NY原油は、中心限月が前日比 3.00ドル高の1バレル＝52.14ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1218.60 +17.70 

NY 原油 52.14 +3.00 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

ＮＹ金は、前週末に発表された3月の米雇用統計が市場予想より悪い内容となったことで、FRBは利上げを急がない

との見方が強まり、買い安心感が広がった。終値ベースでは、2月中旬以来、約2ヵ月ぶりの高値水準となった。 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、サウジアラビアがアジア向けの原油販売価格を引き上げたとの報道を受けて買いが先行した。また、

イラン核協議が合意したが、対イラン制裁の解除で同国産原油の供給が直ちに増えることはないとの見方も支援材

料となった。終値ベースでは、2月中旬以来、約2ヵ月ぶりの高値水準となった。 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17880.85 +117.61 17941.71 17646.80 

S&P500 種 2080.62 +13.66 2086.99 2056.52 

ナスダック 4917.32 +30.38 4929.63 4852.91 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、前週末に発表された米雇用統計の結果を受けて、利上げ時期が後退するとの見方も出ており、主要

株価は堅調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤軟調な展開で始まり、一時 2日と比べ 116ドル安まで下落した

ものの、その後は大きく上昇する動きとなり、178ドル高まで上昇する動きとなった。 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.47  119.69  118.93  
EUR/JPY 130.70  131.29  130.42  
GBP/JPY 177.87  178.30  177.67  
AUD/JPY 90.81  91.20  90.69  
NZD/JPY 90.25  90.64  89.97  
EUR/USD 1.0942  1.1036  1.0911  
AUD/USD 0.7602  0.7668  0.7580  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、休み明けで新規材料に乏しい中、序盤の全体的に小動きの展開で始まった。そして、下落して始

まった米株価が大きく上昇する動きとなったことから、投資家のリスク志向も強まり、ドル円・クロス円は堅調な

動きとなった。ドルは堅調な動きが続いたものの、ユーロが反落したことや、株価が上げ幅を縮小する動きとなっ

たことから、クロス円はやや上値の重い展開が続いた。 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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